
10月、市内で開かれる 「うつのみや百

人一首市民大会」への出場を決意 した京

都出身のまちなか記者。 とはいえ、上達

の兆 しが一向に見えず停滞気味に。 「そ

んなん じや、本番で戦えないよ。子 ども

たちに一喝 してもらいなさい !」 と地域
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同校 は一昨年 まで、 うつのみ

や百人一首の市民大会小学生の

部で 5連覇を成 し遂 げていた強

豪校。 しか し昨年は惜 しくも敗

退 し、悔 しい思いを した。

「あ りあけの～」。校門を くぐ

る と、右手の体育館 か ら百人一

首を読み上げる声が聞 こえてき

た。早速お手並みを拝見 しようも

国紅 白戦で鍛錬

体育館では、 4～ 6年生が紅

白対抗の団体戦を繰 り広げてい

た。

保護者が見守る中、児童 は体

育館 に設置 した畳の上に 3、 4
人が肩を並べて向かい合 う。時

折チームのメンバーと相談しな
がら、目の前の札を下夕でも多
く取ろうと目を凝らしていた。

「

「転校 してきた子や (かるた

取 りが)得意 じやない子に覚え

方を教えることもあります」と

磐寡覧導冒奪r転奮窒肩全石房李室k塚蓄
人ずつ並び、協力して札を取つている
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の時代にはこういう授業 0まなか

つたので、ち よつとうらやまし

い」 と目を細めた o

琉成君は自宅でも和歌を暗唱

しているとから「音の言葉を通 し

て歴史に関心を持 つてくれるの

はぃぃですね。算数 は教えられ

ても、百人二首は分からないから

なあ」と佑輔 さん。学校の勉強が

家族 の話題 にな つて い るな ん

て、なんかすてきやなあ。

日学校に根付かせたい

同校で百人一首への取 り組み

が盛 ん にな ったの は 10年以上

前。百人一首の学習による教育

的な効果を感 じていた先生が率

先 し、宇都宮 と百人一首のつな

が りや競技かるたの魅力を児童

に伝えてきた o

市独 自の教科 「会話科」のカ

リキユラムに和歌に親 じむ内容

が導入 された2012年以降は学校

全体で取 り組むようにな り、授

業のほか朝学習な どでも実施 し

て

写量査休みに児童が率先 して

かるた大会の練習に励んでいる

んや つて ! 昔の文イヒには、現

代の子 どもたちをもとりこにす

る
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の文化やネL儀を学べるだけでな

く友達とも仲良くなれるので、

本校の特色 として続けたい0そ
のためにも、百人一首の学習カ

リキユラムを学校に根付かせな

ぃと」と抱負を語る。

百人一首体験を通じて、宇都

宮ならではの勉強にいそしむ宮

っ子の姿が垣間見られた。記者

もうかうかしてんと頑張 ります
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人一首カミ 友達と交流を深める

¬  きっかけになつているんやね。

(情報通信技術)教材 「百人一

首歳り立ち物語」で歴史などが

学べるのも同校の特徴86年間
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